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高 知 県 



はじめに 

 

高知県は、豊かな水資源に恵まれ、日本最後の清流といわれる四万十川や、平

成の名水百選に選ばれた鏡川、全国１級河川において水質が最も良好な河川の一

つとして有名な仁淀川など、数多くの清流が残っています。これらは、県民の憩

いの場として親しまれているだけでなく、私たちの生活や産業を支える重要な資

源でもあります。 

県では、河川や海域などの公共用水域の水質保全と、生活環境の改善を図るた

め、生活排水処理施設の効率的な整備を進めることを目的とした高知県全県域生

活排水処理構想を平成９年度に策定し、その後、人口減少などの社会情勢の変化

を踏まえて平成 15 年度と平成 23 年度に見直しを行ってまいりました。その結果、

生活排水処理施設の普及状況を示す汚水処理人口普及率は、平成８年度末に

25.7％であったものが、平成 29 年度末には 72.5％まで向上しました。 

このような中、国土交通省・農林水産省・環境省の「持続的な汚水処理システ

ム構築に向けた都道府県構想の見直しの推進について」において、人口減少や厳

しい財政状況等を踏まえ、未整備地区における汚水処理の早期概成と、既整備地

区の効率的な改築・更新及び運営管理について見直しの方針が示されました。こ

の方針に基づき、県では、人口減少などの社会情勢の変化も踏まえ、より実効性

のある構想として見直しを行い、「高知県全県域生活排水処理構想 2018」を策定

しました。 

今後は、本構想に基づき、市町村と連携してより効率的な生活排水処理施設の

整備に努めてまいります。 

これからも良好な水環境の恩恵を県民の皆様全てが享受し、次世代に継承して

いくため、生活排水処理施設の整備につきまして、県民の皆様のご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 平成 30 年 10 月 

 

 

高知県知事 尾﨑 正直 
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第１章 生活排水処理 
1. 生活排水処理 

生活排水とは、炊事、洗濯、入浴、し尿など日常生活に伴って排出される排水の

ことです。生活排水をそのまま河川などに流すと水質が悪化し水質汚濁の原因とな

るため、生活排水をきれいな状態に処理して河川などに戻す必要があります。 

この生活排水を処理する施設を「生活排水処理施設」といい、複数の家庭などか

らの生活排水を管きょで集めて処理する下水処理場や、家庭ごとに生活排水を処理

する合併処理浄化槽などがあります。 

なお、水質汚濁の主な原因は、日常生活に伴う生活排水のほかに、工場・事業場

の活動に伴う排水や、畜産業・水産業・農林業などに伴う排水など様々ありますが、

本構想では、生活排水処理施設を対象としています。 

 
水の循環 
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浄水場 
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2. 生活排水処理施設の種類と特徴 

生活排水処理施設は、複数の家庭の排水を集めて処理する集合処理と、各家庭ご

とに排水を処理する個別処理に大別できます。 
 

（１）集合処理 

・各家庭からの生活排水を、道路に埋設した管きょで処理場に集めて、処理場で処

理したのち、河川などの公共用水域へ放流します。 

・処理施設には、公共下水道、農業集落排水施設、漁業集落排水施設などがありま

す。 

・比較的家屋が密集した市街地や集落の生活排水処理に適しています。 

・集合処理施設などの建設や維持管理は、市町村などが行い、利用者からの使用料

などで運営します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）個別処理 

・各家庭に設置した処理施設で生活排水を処理したのち、側溝などを経由して河川

などに放流します。 

・浄化槽が処理施設となります。 

・家屋が点在している中山間地域などの生活排水処理に適しています。 

・維持管理は設置者が専門業者に委託して行います。市町村が設置した場合は、利

用者からの負担金で、市町村が維持管理を行います。 

・浄化槽の設置費用には、市町村の助成制度があります。 
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3. 生活排水処理構想の策定 

生活排水処理施設は、河川などの公共用水域の水質保全を図るとともに、健康で

快適な生活環境を確保する役割があり、県内全域において計画的かつ効率的に整備

を進める必要があります。 

このため、県内各地域において、人口や地形など地域の実情に応じて、公共下水

道、農業集落排水施設、漁業集落排水施設や浄化槽など様々な生活排水処理施設の

特性を生かした整備区域や整備目標など、各施設整備の基本方針である「生活排水

処理構想」を策定します。 
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表 1.1 生活排水処理事業の概要 

事業名 対象地域 対象人口 
所管 

省庁 

集 
 

合 
 

処 
 

理 

公共下水道事業 主として市街地 特になし 

国 土 

交通省 

流域下水道事業 

主として市街地 

2以上の市町村の区域における下水を排

除する公共下水道で終末処理場を有する

もの 

特になし 

特定環境保全 

公共下水道事業 

市街化区域（市街化区域が設定されてい

ない都市計画区域にあっては既成市街地

及びその他の地域）以外の地域 

1,000人～10,000人 

水質保全上特に緊急に下水道

の整備を必要とする地区にお

いては、1,000人未満も実施で

きる。 

農業集落排水事業 

農業振興地域の整備に関する法律に基づ

く農業振興地域（これと一体的に整備す

ることを相当とする区域を含む）内の農

業集落 

受益戸数20戸以上原則として

概ね1,000人以下 

1,000人以上で実施する場合

は、市町村及び都道府県の関

係部局間で協議調整を行う。 

農 林 

水産省 

漁業集落排水事業 

(漁業集落環境整備事業) 

漁港漁場整備法により指定された漁港の

背後集落（これと一体的に整備すること

が相当と認められる集落を含む） 

100人～5,000人 

（離島地域、過疎地域等に 

あっては、50人～5,000人。

1,000人以上で実施する場

合は、市町村及び都道府県

の関係部局間で協議調整を

行う。） 

林業集落排水事業 

森林法により指定された森林整備市町村

若しくは林業振興地域育成対策事業実施

要綱により指定された林業振興地域又は

市町村森林整備計画策定等事業実施要領

による森林整備推進市町村の区域 

原則として概ね1,000人以下 

1,000人以上で実施する場合

は、市町村及び都道府県の関

係部局間で協議調整を行う。 

簡易排水施設 

整備事業 

農山漁村滞在型余暇活動のための基盤整

備の促進に関する法律第５条第１項に規

定する市町村計画に定める整備地区の区

域または五法指定地域等（過疎地域等） 

受益戸数３戸以上20戸未満 

(農山漁村振興交付金で新た

に整備される基幹的施設と

一体的に集合処理するもの) 

小規模集合排水 

処理施設整備事業 
特に制限なし 

原則として住宅戸数2戸以上

20戸未満 
総務省 

コミュニティ・ 

プラント 
特に制限なし 101人～30,000人 環境省 

個 
 

別 
 

処 
 

理 

浄化槽市町村 

整備推進事業 

(市町村設置) 

下水道法に基づき策定された事業計画に

定められた予定処理区域以外の地域 

単年度当たり20戸以上 

(離島地域、過疎地域等にあっ

ては、10戸以上) 

環境省 

個別排水処理 

施設整備事業 

(市町村単独事業) 

①下水道、農業集落排水施設等の集合排

水処理施設に係る処理区域の周辺地域 

②特定地域生活排水処理事業の対象とな

る地域 

単年度当たり20戸未満 

(②に係る事業については、20

戸未満かつ10戸以上) 

総務省 

浄化槽設置 

整備事業 

(個人設置) 

下水道法に基づき策定された事業計画に

定められた予定処理区域以外の地域 
特に制限なし 環境省 
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第２章 生活排水処理構想の見直し 
1. 構想見直しの経緯 

高知県では、平成 9 年度に「高知県全県域生活排水処理構想」を策定し、排水処

理施設の整備を進めてきましたが、その後、人口減少や少子高齢化の本格化等の社

会情勢の変化、集合処理施設の整備を計画していた地域における合併処理浄化槽の

普及など、生活排水処理施設の整備を取り巻く状況が大きく変化したため、平成

15 年度および平成 23 年度に構想の見直しを行い、施設整備を進めてきました。

（以下、平成 23 年度見直し構想を「前構想」という。） 
 

そのような中、平成 26 年 1 月に汚水処理を所管する 3 省（国土交通省、農林

水産省、環境省）から「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定

マニュアル」が発刊され、今後の汚水処理について中期（10 年程度）、長期（20

～30 年）の時間軸の概念を盛り込んだ、施設の統廃合や計画的な改築更新等によ

る持続可能な汚水処理システム構築を目指す方針が示されました。 
 

そのため、市町村が前構想の内容を踏まえつつ、より現実的な構想となるよう人

口等最新の社会情勢を反映し、中期計画として時間軸を考慮した効率的な手法によ

る未普及対策の早期概成を目指した「アクションプラン」、長期計画としては持続

可能な運営管理を目指した「長期整備運営管理計画」を基本方針とした生活排水処

理構想に見直しを行いました。 

見直された市町村の生活排水処理構想に基づき、高知県が「高知県全県域生活排

水処理構想 201８」（以下「本構想」という。）をとりまとめました。 

 

① アクションプラン（目標年次：2027 年度） 

概ね 10 年後の事業概成を目標とし、先進的技術導入や計画区域見直し、

民間活力導入等を取入れた効率的な未普及対策整備計画。 

 

② 長期整備運営管理計画（目標年次：2037 年度） 

人口減少等を見込んだ財政見通しに基づく、持続可能な施設の運営管理

に向けた、施設の統廃合、計画的改築更新および広域的な維持管理体制整

備等による、概ね 20 年間の効率的な施設の運営管理計画。 
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2. 汚水処理人口普及率の実績 

汚水処理人口普及率は、年々上昇しているが全国平均を下回っている。 
 

 
図 2.1 汚水処理人口普及率の実績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.2 汚水処理人口普及率の推移（1996 年度→2017 年度） 
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3. 人口の推移 

本県の推定人口は、前構想を上回る減少が想定されています。 

図 2.3 人口の推移 

 
4. 汚水処理人口普及率の推移 

図 2.4 汚水処理人口普及率の推移 

※直近の普及率と前構想の目標値は算定方法に相違があるため、比較は参考まで 

 

※ 
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5. 平成 29 年度末市町村別汚水処理人口普及率 

汚水処理人口普及率の内訳を見ると、普及率の低い市町村は浄化槽の普及が遅れ

ており、浄化槽の普及を進めていくことが重要です。また、下水道についても、早

期概成を目指して未普及を解消していく必要があります。 
 

 
図 2.5 平成 29 年度末市町村別汚水処理人口普及率の内訳 
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第３章 構想の目的 
1. 本構想策定の基本方針 

（１）県民が等しく快適な生活を過ごすことができるよう、県内全域を対象に、生活

排水処理施設の整備を行います。 

 

（２）県・市町村および県民による一体的な推進体制を確立するため、地域特性や県

民の意向を施策に反映させます。 

 

（３）整備手法の選定にあたっては、各種生活排水処理施設の有する特性、経済性、

地域の実情等を踏まえ、中期目標として時間軸を考慮した効率的な手法による

未普及対策の早期概成を目指した「アクションプラン」、長期目標として持続可

能な運営管理を目指した「長期整備運営管理計画」を基本方針として前構想を

見直します。 

 
2. 本構想の目標年次 

アクションプランによる中期目標年次を概ね 10 年後の 2027 年度、長期整備

運営管理計画の長期目標年次を概ね 20 年後の 2037 年度、生活排水処理施設の

整備が完了する年次を最終年次とします。 

また、進捗状況の管理は中間目標年次、長期目標年次のほか、2022 年度及び

2032 年度を中間目標年次とします。 

なお、目標年次に本構想の進捗状況を把握し、情勢の変化や市町村の意向を踏ま

えて、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

図 3.1 構想の目標年次 
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3. 生活排水処理施設の整備指標 

生活排水処理施設の整備状況は「汚水処理人口普及率」を、実際の処理状況は「生

活排水処理率」を指標とします。 

 
（１）汚水処理人口普及率 

生活排水処理施設の普及により、生活排水を適切に処理することができる人口の

割合をパーセントで示したもの。 

 

 
 

（２）生活排水処理率 

区域で定めた生活排水処理施設に接続している人口の割合をパーセントで示し

たもの。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四万十川（四万十町若井） 

生活排水処理施設を利用することができる人口

行政区域内人口
＝ ×100汚水処理人口普及率（%）

生活排水処理率（%） ×100＝
区域で定めた生活排水処理施設に接続している人口

行政区域内人口
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第４章 構想の概要 

1. 整備事業の見直し 

生活排水処理施設の早期概成を目標として、集合処理は計画区域の見直しや処理

場の統合を行い、効率的な整備を行います。見直しにより、未着手地区はなくなり

ます。 

また、その他の区域は、個別処理の整備を推進します。 
 

表 4.1 整備事業の見直し結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.2 下水道に統合する地区   
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2. 汚水処理人口普及率の推移

汚水処理人口普及率の推移を市町村別に見た場合、中期目標年次（2027年度）

において汚水処理人口普及率が100％となるのは、３市町村です。

また、長期目標年次（2037年度）において汚水処理人口普及率が100％とな

るのは、13市町村です。

表 4.3 市町村別汚水処理人口普及率の推移



13

図 4.1 事業別整備人口の推移
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3. 生活排水処理率の推移

生活排水処理率の推移を市町村別に見た場合、中期目標年次（2027年度）にお

いて生活排水処理率が100％となるのは、３市町村です。

また、長期目標年次（2037年度）において生活排水処理率が100％となるの

は、11市町村です。

表 4.4 市町村別生活排水処理率の推移
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4. 汚水処理人口普及率

汚水処理人口普及率は、現況年次（2014年度）で73.2％となっています。

今後、施設整備を推進することにより、中期目標年次（2027年度）で86.0％、

長期目標年次（2037年度）では集合処理の整備が概ね完了する予定で、93.9％

となる見込みです。

表 4.5 汚水処理人口普及率の推移

図 4.2 汚水処理人口普及率の推移

現況年次

2014(H26)

中間年次

2022

中期目標年次

2027

中間年次

2032

長期目標年次

2037

742,233 680,863 642,952 605,445 567,605

集合処理 292,241 315,753 320,241 315,609 302,790

個別処理 250,725 244,378 232,785 232,578 230,113

合計 542,966 560,131 553,026 548,187 532,903

集合処理 39.4% 46.4% 49.8% 52.1% 53.3%

個別処理 33.8% 35.9% 36.2% 38.4% 40.6%

合計 73.2% 82.3% 86.0% 90.5% 93.9%

集合処理 11.2% 6.2% 3.3% 1.4% 0.7%

個別処理 15.6% 11.5% 10.7% 8.1% 5.4%

合計 26.8% 17.7% 14.0% 9.5% 6.1%

未普及率
(％)

項 目

汚水処理人口
普及率

(％)

汚水処理人口
(人)

行政人口（人）

39.4
46.4 49.8 52.1 53.3

33.8

35.9
36.2

38.4
40.6

11.2

6.2
3.3 1.4

0.7
15.6

11.5 10.7 8.1 5.4
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567,605
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）
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構想図 

１）本構想 

・現況年次（2014 年度） 

・中期目標年次（2027 年度、アクションプラン） 

２）前構想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁 淀 川 
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森
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内ノ谷

香南市

須崎市

中ノ島

戸島 白浜

蜂ヶ島

四万十市

梼原

越知面四万川

柏島

三原

出口

鈴

蜷川

久礼田

国府

浜改田

十市

浦戸湾東部

八代

加田

伊野

須崎

池ノ浦

宿毛

大海

二ノ宮

佐古

母代寺

中山田

上岡

徳王子

上夜須･十ノ木

野市

夜須

浦戸湾東部

住吉

浦戸湾東部

凡　　　　　　　　例

生　

活　

排　

水　

処　

理　

事　

業

区　　　　　　分

行　　政　　区　　域　　界

公共下水道事業（単独）

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

簡易排水施設整備事業

小規模集合排水処理施設整備事業

コミュニティプラント

浄化槽市町村整備推進事業

特定貯水池流域整備事業

記　　号

浄化槽設置整備事業（個人設置） 上記以外の区域

※処理区内の着色は供用を開始した区域を示す。

高知県生活排水処理構想図（現況年次 2014年度）

公共下水道事業（流域）

公共下水道
（流域）

公共下水道
（単独）

地区名 地区名 地区名 地区名 地区名 地区名

高知市 浦戸湾東部 瀬戸
西分･秋山､西畑､諸木､

内ノ谷､芳原
平和団地

(ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ)
8

安芸市 安芸 赤野､奈比賀 3

南国市 浦戸湾東部 十市 浜改田､久礼田､国府 5

土佐市 末光 1

須崎市 須崎
中ノ島､戸島､蜂ヶ島､

白浜､池ノ浦
6

宿毛市 宿毛 二ノ宮 大海 3

四万十市 中部 古津賀､森沢 3

香南市 野市 夜須
母代寺､佐古､上岡､中山田､

徳王子､上夜須･十ノ木
住吉 9

香美市 浦戸湾東部 美良布 逆川 3

東洋町 甲浦 1

奈半利町 加領郷 1

芸西村 芸西 1

土佐町 土佐 相川､地蔵寺､西石原
平石

(小規模集合排水)
5 H9～H17

大川村
小松

(特定貯水池流域)
1

いの町 伊野 八代､加田 3

仁淀川町 田村､森､久喜 3

中土佐町 奈路､鎌田､笹場 3

佐川町 西組 1

越知町 越知 1

檮原町 梼原 越知面､四万川 3

津野町 0 H7～

四万十町 田野々 宮内､江師
森ヶ内

(簡易排水施設)
4

大月町 柏島 1

三原村 三原 1

黒潮町 蜷川､出口 鈴 3

地区数計 3 8 8 40 10 4 73

3 8 8 17 6 4 －

4 －

浄化槽市町村

整備推進事業

該当市町村数
15 20

その他の事業 集合処理

地区数計
市町村名

公共下水道事業
特定環境保全

公共下水道事業
農業集落排水事業 漁業集落排水事業



香美市

いの町

四万十町

安芸市

大豊町

高知市

宿毛市

仁淀川町

室戸市

梼原町

土佐町
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北川村
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馬路村
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土佐市
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南国市

越知町
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日高村

芸西村

奈半利町田野町

小松

加領郷

久喜

森ヶ内

田野々

末光

芸西

田村

江師

奈路

越知

美良布

西組

笹場

甲浦

浄化槽市町村整備推進事業

宮内

鎌田

安芸
赤野

奈比賀

逆川

土佐

平石

西石原

相川

地蔵寺

森

瀬戸

西分･秋山

西畑

諸木

芳原
内ノ谷

香南市

須崎市

中ノ島

戸島 白浜

蜂ヶ島

四万十市

梼原

越知面四万川

柏島

三原

出口

鈴

蜷川

久礼田

国府

浜改田

十市

浦戸湾東部
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加田

伊野
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池ノ浦
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中山田

上岡

徳王子

野市

夜須

浦戸湾東部

住吉

浦戸湾東部

高知県生活排水処理構想図（中期目標年次 2027年度 アクションプラン）

凡　　　　　　　　例

生　

活　

排　

水　

処　

理　

事　

業

区　　　　　　分

行　　政　　区　　域　　界

公共下水道事業（単独）

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

簡易排水施設整備事業

小規模集合排水処理施設整備事業

コミュニティプラント

浄化槽市町村整備推進事業

特定貯水池流域整備事業

記　　号

浄化槽設置整備事業（個人設置） 上記以外の区域

※処理区内の着色は供用を開始した区域を示す。

公共下水道事業（流域）

公共下水道
（流域）

公共下水道
（単独）

地区名 地区名 地区名 地区名 地区名 地区名

高知市 浦戸湾東部 瀬戸
西分･秋山､西畑､諸木､

内ノ谷､芳原
7

安芸市 安芸 赤野､奈比賀 3

南国市 浦戸湾東部 十市 浜改田､久礼田､国府 5

土佐市 末光 1

須崎市 須崎
中ノ島､戸島､蜂ヶ島､

白浜､池ノ浦
6

宿毛市 宿毛 二ノ宮 大海 3

四万十市 中部 古津賀､森沢 3

香南市 野市 夜須 佐古､上岡､中山田､徳王子 住吉 7

香美市 浦戸湾東部 美良布 逆川 3

東洋町 甲浦 1

奈半利町 加領郷 1

芸西村 芸西 1

土佐町 土佐 相川､地蔵寺､西石原
平石

(小規模集合排水)
5 H9～H17

大川村
小松

(特定貯水池流域)
1

いの町 伊野 八代､加田 3

仁淀川町 田村､森､久喜 3

中土佐町 奈路､鎌田､笹場 3

佐川町 西組 1

越知町 越知 1

檮原町 梼原 越知面､四万川 3

津野町 0 H7～

四万十町 田野々 宮内､江師
森ヶ内

(簡易排水施設)
4

大月町 柏島 1

三原村 三原 1

黒潮町 蜷川､出口 鈴 3

地区数計 3 8 8 38 10 3 70

3 8 8 17 6 3 －

3 －
該当市町村数

浄化槽市町村
整備推進事業

市町村名

公共下水道事業
特定環境保全
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農業集落排水事業 漁業集落排水事業 その他の事業

15 20

集合処理
地区数計
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奈路
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黒石

鈴
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美良布
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浜改田

浦戸湾東部

西組

久礼

笹場

上ノ加江

蜷川

甲浦

野根

浄化槽市町村整備推進事業

宮内

鎌田

安芸
赤野

奈比賀
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逆川

平石
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地蔵寺
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森

浄化槽市町村整備推進事業

瀬戸
西分･秋山

西畑
諸木

芳原
内ノ谷

梼原

越知面四万川

梼原西

松原

香南市

野市

夜須

須崎市

大谷

浦ノ内塩間

須崎

四万十市

江川崎・用井

下田

中村

有岡

森沢

馬越

古津賀

井沢・竹島

佐岡

中ノ島

戸島 白浜

蜂ヶ島

池ノ浦

浦戸湾東部

土佐

 高知県生活排水処理構想図（前構想　最終目標）
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水　
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業

区　　　　　　分

行　　政　　区　　域　　界

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

簡易排水施設整備事業

小規模集合排水処理施設整備事業

コミュニティプラント

浄化槽市町村整備推進事業

特定貯水池流域整備事業

記　　号

浄化槽促進地区（高知市）

浄化槽設置整備事業（個人設置）

※処理区内の着色は供用を開始した区域を示す。

公共下水道事業（流域）

公共下水道事業（単独）

上記以外の区域

公共下水道
（流域）

公共下水道
（単独）

地区名 地区名 地区名 地区名 地区名 地区名

高知市 浦戸湾東部 瀬戸
西分･秋山､西畑､諸木､

内ノ谷､芳原
7

安芸市 安芸 赤野､奈比賀 3

南国市 浦戸湾東部 十市 浜改田､久礼田､国府 5

土佐市 末光 1

須崎市 須崎
中ノ島､浦ノ内塩間､
蜂ヶ島、大谷､戸島、

白浜、池ノ浦
8

宿毛市 宿毛 二ノ宮 大海 3

四万十市 中村 下田
古津賀､森沢､

井沢･竹島､有岡､馬越､
佐岡､江川崎･用井

9

香南市 野市 夜須 2

香美市 浦戸湾東部 美良布､大栃 逆川 4

東洋町 甲浦 生見 野根 3

奈半利町 加領郷 1

芸西村 芸西 1

土佐町 土佐 相川､地蔵寺､西石原
平石

(小規模集合排水)
5 ○

大川村
小松

(特定貯水池流域)
1

いの町 伊野 八代､加田 3

仁淀川町 田村､森､久喜 3

中土佐町 久礼 奈路､鎌田､笹場 上ノ加江 5

佐川町 西組 1

越知町 越知 1

檮原町 梼原
越知面､四万川､
梼原西､松原

5

津野町 0 ○

四万十町 窪川､田野々
宮内､大井野､川口､米奥､
仁井田､黒石､志和､江師､

昭和､十川(川口)
興津

森ヶ内
(簡易排水施設)

14

大月町 弘見 柏島 2

三原村 三原 1

黒潮町 蜷川､出口 鈴 3

地区数計 3 8 13 50 14 3 91

3 8 11 17 8 3 －

3 －

集合処理
地区数計

浄化槽市町村
整備推進事業

該当市町村数
17 20

市町村名

公共下水道事業
特定環境保全

公共下水道事業
農業集落排水事業 漁業集落排水事業 その他の事業
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年次別生活排水処理状況等 

1. 現況年次（2014 年度） 

2. 中期目標年次（2027 年度、アクションプラン） 

3. 長期目標年次（2037 年度、長期整備運営管理計画） 

4. 最終目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四万十川（四万十町壱斗俵） 
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1. 現況年次（2014 年度） 
 

表 1.1 整備手法別生活排水処理状況（2014 年度）

 

 
表 1.2 汚水処理人口普及率（2014 年度） 
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2. 中期目標年次（2027 年度、アクションプラン） 
 

表 2.1 整備手法別生活排水処理状況（2027 年度）

 

 
表 2.2 汚水処理人口普及率（2027 年度） 
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3. 長期目標年次（2037 年度、長期整備運営管理計画） 
 

表 3.1 整備手法別生活排水処理状況（2037 年度） 

 
 

表 3.2 汚水処理人口普及率（2037 年度） 
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4. 最終目標   
 

表 4.1 整備手法別生活排水処理状況（最終目標） 

 

表 4.2 汚水処理人口普及率（最終目標） 
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